
コーポレートガバナンスポリシー

株主・投資家との信頼関係構築

　宝ホールディングスでは、コーポレートガバナンスに対す
る基本的な考え方や取り組み状況について「宝ホールディ
ングス コーポレートガバナンスポリシー」を定め、株主・投
資家をはじめとするステークホルダーとの信頼関係構築や、
コーポレートガバナンス体制の整備に努めています。

基本的な考え方　
　宝グループは、「自然との調和を大切に、発酵やバイオ
の技術を通じて 人間の健康的な暮らしと 生き生きとした 
社会づくりに貢献します」という企業理念のもと、日本伝
統の酒造りの発酵技術と最先端のバイオ技術の革新を通
じて、食生活や生活文化、ライフサイエンスにおける新た
な可能性を探求し、新たな価値を創造し続けることによっ
て社会への貢献を果たしています。 
　2011年に公表した10年間の長期経営ビジョン「宝グ
ループ・ビジョン2020」では、酒類・調味料事業を基盤と
し、バイオ事業と健康食品事業という有望な将来性のあ
る成長事業を有する独自の強固な事業ポートフォリオを
ベースとし、国内はもとより海外においても事業を伸ばし、
さらに環境変化に強いバランスのとれた事業構造を確立
することをめざしています。また、長期経営ビジョンを実
現するための具体的な実行計画として策定した3カ年の
「宝グループ中期経営計画2019」では、「海外売上高比率
をさらに高めるとともに、国内外で抜け･モレのない商品
と競争優位性をもった商品を多数もつことで、他社に勝て
る分野を数多く築き上げ、どんな環境変化が起ころうとも
収益を大きく伸長させることができるバランスのとれた
事業基盤を確立する」という基本方針の下、売上高や営業
利益、海外売上高比率といった業績目標のほか、成長投資
と適切な株主還元の実施によりROEの向上をめざす方針
を公表しております。具体的には、営業利益をベースとし
た「みなし配当性向30％*」を目安とした配当を行うととも
に、自己株式の取得や政策保有株式の売却にも、状況に
応じた機動的な対応を図ってまいります。
　このように、長期経営ビジョンと中期経営計画を着実に
実行し、持続的な成長と中長期的な企業価値の向上を遂
げるためには、株主、顧客、従業員、債権者、地域社会など
のステークホルダーの立場を踏まえた上で、透明・公正か 

信頼される

企業で
ある

ために
コーポレートガバナンス

つ迅速・果断な意思決定を行うためのコーポレートガバナ
ンス体制が必要であり、「コーポレートガバナンスポリ
シー」に定める具体的方針に則って取り組んでまいります。 
*みなし配当性向＝配当総額／(連結営業利益×(1－法定実効税率))≒30%

積極的なコミュニケーション 
　宝ホールディングスは上場企業として、株主および投資
家の皆様に正確かつタイムリーに情報開示するための社
内体制を整え、経営の透明性を維持しています。
　毎年5月と11月に機関投資家・証券アナリスト向けの
決算説明会を開催するほか、年間を通じた個別の面談など
を通じ、双方向のコミュニケーションに努めています。また、
個人投資家に向けては、年数回の会社説明会を開催して
います。
　このほか、宝ホールディングスのウェブサイトには「IR情
報」ページを設けています。最新の開示資料や財務情報、説
明会資料に加え、宝グループ
の事業内容や経営計画など
に関する情報も掲載し、グ
ループについての理解を深
めていただけるよう工夫して
います。

株主総会の活性化に向けて 
　宝ホールディングスでは、株主総会が株主との建設的な
対話の場でもあるとの認識のもと、株主総会における権利
行使にかかる適切な環境整備を行うこととしています。
　株主総会において株主が適切な判断を行えるよう、株主
総会招集通知の記載内容の充実と早期発送に努めると
ともに、招集通知に記載する情報（一部の英訳を含む）を
その発送より前にTDnetや当社ウェブサイトなどで電子的
に公表しています。
　また、議決権行使をしやすい環境づくりの一環として、
インターネットによる議決権の電子行使を可能とし、あわ
せて議決権電子行使プラットフォームを利用しています。

経営の透明性を高め、すべてのステークホルダーから信頼される企業をめざします。

「IR情報」ページ
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A：IR情報

コーポレートガバナンス体制

持株会社がグループの業務執行を監督
　宝グループは、持株会社宝ホールディングスと、宝酒造、
宝酒造インターナショナル、タカラバイオなどの連結子
会社62社（2017年7月3日現在）で構成されており、宝
ホールディングスは、グループ各社の独自性・自立性を維
持しつつ、持株会社として各社の業務執行を監督するため、
「グループ会社管理規程」を制定し、以下の体制で業務を
執行、監査・監督しています。

①監査役設置会社として、監査役は、取締役会などの重要
会議への出席や業務・財産と重要書類の調査を通じて、取
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選任・解任 選任・解任

会
計
監
査

選任・解任

報告

内部
監査

報告

監査

監査選定・監督

主な経営会議体（重要事項協議）

取締役会（9名）
（うち社外取締役2名）

監査役会（5名）

総務部
コンプライアンス
委員会
事務局

監査部
内部統制
委員会
事務局

コンプライアンス委員会
内部統制委員会

監査部

（うち社外監査役3名）

宝酒造
戦略会議

宝酒造
インターナショナル
戦略会議

タカラバイオ
連絡会議

監査

指示

指示

報告指示 報告指示

報告指示 報告指示報告指示

招集

監査 連携

報告

報告

連携

解任・不再任・選任議案の決定　監視

報告

選任

連携

● コーポレートガバナンス体制

会
計
監
査
人

※ タカラバイオ連絡会議は、タカラバイオ株式会社の業績・活動状況などの報告を目的としたものであり、同社の取締役会決議事項の事前承認などは求めておらず、
　 同社の自主性・独立性を妨げるものではありません。

締役の職務執行を監査しています。また、株主を含むすべ
てのステークホルダーの視点に立脚する独立性の高い社
外取締役が、監査役会を構成する他の監査役と連携して業
務執行の監査・監督に関与することで、経営に対する監督
機能を強化しています。
②グループ経営全体に関わる重要事項の協議、グループ
各社の業績レビューや活動報告などを目的とした「グルー
プ戦略会議」のほか、各社の重要事項の協議や業績・活動
状況などの報告を行う「宝酒造戦略会議」、「宝酒造イン
ターナショナル戦略会議」、「タカラバイオ連絡会議」など
を開催しています。

代表取締役（3名）

グループ戦略会議

執行部門・グループ会社

株主総会
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